
京
セ
ラ
創
業
者
で
実
業
家
の
稲
盛
和
夫
氏
は
、

「
原
点
を
見
す
え
、
も
の
ご
と
の
本
質
に
立
脚
し
た

判
断
こ
そ
が
、
未
踏
の
領
域
で
成
功
を
も
た
ら
す
」

と
、
原
点
を
見
失
わ
な
い
こ
と
の
大
切
さ
を
述
べ
て

い
ま
す
。
２
年
後
に
創
部
60
周
年
を
迎
え
る
専
修
大

学
体
育
会
少
林
寺
拳
法
部
に
も
半
世
紀
を
超
え
る
歴

史
と
、
代
を
重
ね
て
き
た
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
の
思
い
の
「
原

点
」
が
、
そ
こ
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

２
０
２
４
年
（
令
和
６
年
度
）
緑
拳
会
定
期
総
会

が
石
川
県
金
沢
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
令

和
６
年
能
登
半
島
地
震
の
復
興
へ
の
願
い
と
応
援
を

兼
ね
る
と
と
も
に
、
北
陸
支
部
と
本
部
の
共
催
と

あ
っ
て
３
代
か
ら
25
代
に
か
け
、
15
名
の
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ

に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

総
会
議
案
は
第
１
号
議
案
か
ら
第
５
号
議
案
ま
で
、

事
前
に
頂
い
た
委
任
状
と
当
日
の
出
席
者
と
、
全
員

の
賛
同
を
得
て
可
決
し
ま
し
た
。

原
点
に
立
ち
返
り
、
そ
し
て
次
世
代
に

第４号
２０２４年８月発行

緑
拳
会
会
長
就
任
に
あ
た
り

緑拳会ニュース

2024年（令和６年度）

定期総会
金沢開催

引
き
続
き
行
わ
れ
た
懇
親
会
で
は
、
北
陸
支
部
の

河
上
高
宏
Ｏ
Ｂ
、
上
出
憲
之
Ｏ
Ｂ
の
司
会
で
、
世
代

を
超
え
て
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
懇
談
。
３
代･

亀

谷
勉
Ｏ
Ｂ
か
ら
25
代･

川
原
良
和
Ｏ
Ｂ
ま
で
各
々
の

近
況
報
告
に
は
、
お
よ
そ
20
年
を
隔
て
て
も
「
同
じ

釜
の
飯
」
、
あ
る
い
は
「
あ
の
４
年
間
」
と
い
う

眠
っ
て
い
た
体
内
時
計
が
再
び
動
き
出
し
、
熱
く
濃

密
な
時
間
が
流
れ
ま
し
た
。

企
業
に
は
30
年
の
サ
イ
ク
ル
が
あ
る
と
言
わ
れ
ま

す
。
そ
の
意
味
で
と
ら
え
れ
ば
、
60
周
年
を
迎
え
る

我
が
専
大
少
林
寺
も
、
初
代
か
ら
の
伝
統
を
継
承
し

な
が
ら
、
時
流
に
即
し
た
新
陳
代
謝
を
図
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
ど
う
か
こ
れ
か
ら
も
思
い
を
新
た
に
し
、

会
員
皆
様
の
手
と
熱
意
で
次
代
に
つ
な
い
で
い
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

３代 亀谷勉

３代 星野衛

４代 村井孝

５代 林幸治（北陸支部長）

８代 田近利夫

12代 木倉昭広

13代 鴇田斎

14代 樋口薫

16代 佐々木一彦

16代 石川良昭

18代 小林佳代

18代 望月卓視

19代 河上高宏

20代 上出憲之

25代 川原良和

【参加者（敬称略）】

ス
ピ
ー
チ
に
立
つ

林
幸
治
北
陸
支
部
長

▲

皆
様
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

２
０
２
４
年
度
定
期
総
会
に
お
い

て
、
緑
拳
会
第
５
代
会
長
に
任
命
い

た
だ
き
ま
し
た
、
望
月
卓
視
（
18
代

／
１
９
８
６
年
卒
業
）
で
す
。

当
会
の
設
立
目
的
で
あ
る
「
学
生

の
応
援
」
及
び
「
会
員
相
互
の
親
睦

と
向
上
」
に
向
け
て
精
一
杯
尽
力
す

る
所
存
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

近
年
、
現
役
部
員
の
成
績
向
上
は

目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、

我
々
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
会
の
活
動
も
躍
進
の

一
翼
を
担
っ
て
い
る
も
の
と
確
信
し

て
お
り
ま
す
。
ひ
と
え
に
会
員
各
位

の
暖
か
い
ご
支
援
の
賜
物
で
あ
り
、

心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

２
０
２
６
年
に
迫
っ
た
創
部
60
周

年
に
向
け
、
次
世
代
の
礎
と
な
る
よ

う
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
指

導
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

会
長

望
月 

卓
視

北陸支部・本部共催



新入生入部に寄せて

新入部員（５名）

入部の理由、そして目標

（左より）菅波、前村、下田、髙橋、小野寺

57代主将 杉本 空大

自分が少林寺拳法部に入った理由は二つ
あります。一つ目は、大事な人を守るため
に精神と肉体共に鍛えたいとおもったから
です。二つ目は、たくさん迷惑をかけた自
分を受け入れ、さまざまなことを教えてく
れた先輩方のようになりたいと思ったから
です。
目標は、一つ一つの自分のできることを

懸命に行い、大会でよい結果を残すこと、
仲間と協力し悔いのない大学生活にするこ
とです。これらの目標を叶えられるように、
精一杯頑張ります。

菅波 雄介 すがなみ ゆうすけ （2年次）
ネットワーク情報学部ネットワーク情報学科
（八王子実践高等学校）

私が少林寺拳法を初めて知ったのは、
新入生勧誘で先輩に声をかけていただ
いた時でした。入学当初は、自分が部
活に入るとは思いもしなかったのです
が、体験の際に見せていただいた演武
の迫力に圧倒されたことと、先輩方の
人柄に魅力を感じ、入部を決めました。
この部活動で私は、大会での上位入

賞を目指します。また、この１年間は
将来後輩に対して正しい指導ができる
ように先輩方から多くのことを吸収し
たいです。

前村 安璃 まえむら あんり
経営学部ビジネスデザイン学科
（東葉高等学校 ／千葉県）

私が少林寺拳法部に入部した理由は二つある。一つ目
は、少林寺拳法部の先輩に憧れを抱いたからだ。部活
動・サークル紹介の際に出会った少林寺拳法部の女性の
先輩に目を奪われ、私もあの先輩のように凛々しくかっ
こよくなりたいと思ったことがきっかけだ。二つ目は、
武道が好きだからだ。高校まで剣道をしていた私は新し
い武道に挑戦してみたいと思ったのである。
少林寺拳法部での目標は誰もを魅了するような拳士に

なることだ。勝負強さだけでなく、立ち振る舞いの美し
さで、見ている人を魅了する拳士になる。

自分は武術を経験したことがなく武術に興味を持ち少
林寺拳法に入部しました。武術の経験はありませんが、
その技術や精神を学びたく思っています。少林寺拳法を
通じて自己成長を図りたいと考えています。
自分の目標は、黒帯の取得と関東大会での5位以内を目

指すことです。そのために、日々の練習に全力で取り組
み、技術と精神を磨いていきたいと考えています。

髙橋 駿介 たかはし しゅんすけ
ネットワーク情報学部ネットワーク情報学科
（専修大学付属北上高等学校）

私が少林寺拳法部に入部した理由は、高校生の頃に始め
た少林寺拳法を大学生になっても続けたいと思ったからで
す。私が高校の少林寺拳法部に入部した時は、新型コロナ
ウイルスが猛威を振るい平常時に比べ活動の多くに制限が
課せられていたため、少林寺拳法の奥深さを十分に感じる
ことが出来ませんでした。そのため、この部活で少林寺拳
法の奥深さを知りたいと思い入部しました。
今後は、立合評価法に力を入れて専修大学の名に恥じる

ことのないよう精進していきたい限りです。

小野寺 康太 おのでら こうた

法学部法律学科  （神奈川県立有馬高等学校）

晴
れ
て
５
名
の
新
入
部
員

を
迎
え
、
と
て
も
嬉
し
い
思

い
で
す
。
５
名
と
も
と
て
も

素
直
で
ス
ト
イ
ッ
ク
に
部
活

に
取
り
組
ん
で
く
れ
て
、
あ

り
が
た
い
限
り
で
あ
り
ま
す
。

今
の
新
入
部
員
を
見
て
い

る
と
、
何
も
か
も
が
新
鮮
で

楽
し
い
風
に
見
え
ま
す
。
お

互
い
の
仲
も
と
て
も
良
く
、

そ
の
結
束
は
、
今
後
楽
し
い

こ
と
も
辛
い
こ
と
も
一
緒
に

乗
り
越
え
て
く
れ
る
だ
ろ
う

と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

主
将
と
し
て
私
も
、
新
入

部
員
を
支
え
て
行
き
た
い
所

存
で
あ
り
ま
す
。

下田梨菜 しもだ りな
ネットワーク情報学部ネットワーク情報学科
（千葉県立成東高等学校）

氏名・学部学科・（出身校）



OBOG・現役

合同練習会

新
入
生
歓
迎
会
と
同
日
の
６
月
23
日
、
専
修
大
学
生
田
キ
ャ
ン
パ

ス
に
て
、
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
・
現
役
合
同
練
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
の
参
加
者
は
約
20
名
。
新
入
生
歓
迎
会
、
幹
部

交
代
式
と
同
日
開
催
が
定
着
し
た
合
同
練
習
会
は
、
回
を
重
ね
る
ご

と
に
参
加
者
の
数
を
増
し
て
い
ま
す
。

各大会で活躍する現役演武を間近に
約20名のOBOGが参加

6月23日、生田キャンパス
第一体育館にて

毎
年
、
関
東
学
生
大
会
、
全
日
本

学
生
大
会
を
は
じ
め
と
し
た
各
大

会
で
好
成
績
を
収
め
る
現
役
の
、

気
合
の
こ
も
っ
た
演
武
も
間
近
に

初代･水野好夫OB(前列中央)を交
え、合同練習後の記念撮影



小林 佳代 OG（18代）後輩の案内で金沢めぐり

石
川
県
復
興
の
応
援
を
兼
ね
て
金
沢
市
で
定
期
総
会
を
開
催
す
る
、
と
い
う
通
知
が
届
き
ま
し
た
。

つ
い
で
に
観
光
も
し
て
こ
よ
う
か
な
と
半
分
行
く
気
に
な
っ
た
私
は
、
ほ
か
に
誰
か
行
か
な
い
か
な
と

同
期
の
望
月
く
ん
に
メ
ー
ル
で
尋
ね
て
み
ま
し
た
。
返
信
を
見
て
び
っ
く
り
。
「
出
席
し
ま
す
。
総
会
で

会
長
に
推
挙
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
」
と
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
同
期
と
し
て
そ
の
場
に
立
ち
会

わ
な
け
れ
ば
！

完
全
に
総
会
参
加
を
決
め
た
私
は
、
抜
か
り
な
く
観
光
の
下
調
べ
も
し
た
う
え
で

金
沢
に
向
か
い
ま
し
た
。

総
会
を
経
て
新
会
長
も
無
事
就
任
。
そ
の
後
の
懇
親
会
と
二
次
会
で
は
、
北
陸
支
部
の
大
先
輩
方

か
ら
能
登
半
島
地
震
の
被
災
状
況
な
ど
も
含
め
、
近
況
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大
学
時
代
の

交
友
関
係
が
今
な
お
続
い
て
い
る
こ
と
、
年
の
せ
い
で
あ
ち
こ
ち
痛
い
と
言
い
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
故

郷
で
地
域
の
た
め
に
活
躍
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
た
だ
た
だ
敬
服
し
ま
し
た
。

翌
朝
、
上
出
く
ん
（
20
代
）
が
わ
ざ
わ
ざ
休
暇
を
取
っ
て
、車
で
ホ
テ
ル
ま
で
迎
え
に
来
て
く
れ
ま
し

た
。
四
十
年
ぶ
り
の
先
輩
後
輩
の
ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト
で
観
光
開
始
。
上
出
く
ん
は
金
沢
市
観
光
課
に
い
た

だ
け
あ
っ
て
ル
ー
ト
も
説
明
も
完
璧
。昼
食
は
金
沢
港
ま
で
足
を
延
ば
し
て
「
魚
処
厚
生
食
堂
」
で
刺

身
定
食
を
堪
能
し
ま
し
た
。
時
間
に
余
裕
が
で
き
た
の
で
上
出
く
ん
か
ら
の
提
案
を
受
け
、
地
震
で

甚
大
な
被
害
が
あ
っ
た
と
い
う
内
灘
町
の
様
子
を
見
に
行
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。車
の
中
か
ら
見
た
だ

け
で
も
被
害
の
深
刻
さ
が
伝
わ
り
ま
す
。
液
状
化
現
象
で
大
き
く
傾
い
た
家
々
。
玄
関
に
は
危
険
性

を
色
分
け
し
た
紙
が
貼
り
付
け
て
あ
り
ま
す
。
テ
レ
ビ
で
見
た
能
登
半
島
で
の
惨
状
が
内
灘
町
に
も

広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

「
石
川
県
復
興
の
応
援
」
と
し
て
私
に
で
き
る
こ
と
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
上
出
く
ん
と
別
れ
た

後
、
せ
め
て
も
の
応
援
に
な
れ
ば
と
思
い
、
私
は
金
沢
駅
で
石
川
県
の
銘
菓
を
い
く
つ
も
買
い
足
し
て

帰
路
に
着
き
ま
し
た
。

緑拳会

OBOG紹介

合掌 時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。

平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。

この度、6月30日開催の2024年度緑拳会定期総会で緑拳会会長を退

任いたしました。在任中は公私にわたり、格別のご厚情ご指導を賜り

ましたことを厚く御礼申し上げます。

今後、立場は変わりますが、相談役として微力ながら緑拳会の発展

に努めてまいります。

また、今年度からあらたに就任した専修大学体育会OBOG会の幹事

長として、少林寺拳法部はもとより専大スポーツ全般の発展に精進し

ていく所存です。

まずは略儀ながら書中をもちまして御礼と退任のご挨拶を申し上げ

ます。

結手

前会長／相談役  

樋口 薫 OB(14代）

専修大学体育会ＯＢＯＧ会幹事長として、専大スポーツ発展に尽力

北陸支部･上出憲之OB (右)の案内
で金沢市内を観光、そして日本海
に面した内灘町まで足を延ばし、
震災被害の惨状を垣間見たという
小林OG



【専修大学体育会少林寺拳法部緑拳会】

会 長 望月 卓視（18代）新任

副会長 鴇田 斎（13代）
平田 和輝（56代）新任

現役支援部 部長 児玉 一平（38代）
広報部 部長 川原 良和（25代）
財務部 部長 藤本 彩奈（49代）新任
組織運営部 部長 佐々木 一彦（16代）
事務局 部長 石川 良昭（16代）

名誉会長 星野 衛（3代）

顧 問 水野 好夫（初代）
相談役 樋口 薫（14代）新任
監 査 市川(居村) 沙紀（47代）

【専修大学体育会少林寺拳法部】

部 長 松原 朗（国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学部教授）

監 督 河原井 敦（18代）
コーチ 渡慶次 道瑠（49代）新任

村本 司（53代）新任

藤本 彩奈 OG（49代）

新しい布陣で、60周年に向けて

副会長（新任）

平田 和輝 OB（５６代）

この度、望月先輩より会計業務を引き継ぐこと

になりました49代藤本と申します。

財務部長というOBOGの皆様の大切な緑拳会費

を管理する責任のあるお仕事に任命して頂き、身

が引き締まる思いです。

皆様からお預かりしている会費を、専修大学体

育会少林寺拳法部の現役学生サポートと今後の部

の発展の為、有意義に使用出来るよう責任を持っ

て管理する所存です。

不慣れなことも多く至らぬ点が多くあるとは思

いますが、現役部員の活躍を応援し、OGとして

自分にできることを努めて参ります。また、緑拳

会の活動を通して、現役学生や先輩方、同期・後

輩、さらに他大学の方などとお話しする機会があ

ると思いますので、そのような交流も楽しんで活

動していきたいと思います。

今後ともご指導の程、宜しくお願い致します。

緑拳会を通じた
交流も楽しみたい

専大大学院に在籍
現役と近い関係に

緑拳会役員・執行部人事
新・副会長
新・財務部長

緑
拳
会
役
員
会
で
は
、
運
営
方
針
や

活
動
計
画
を
話
し
合
う
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
概
ね
月
１
回
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
の
執
行
部
は
強
力
な
チ
ー
ム
で

あ
る
も
の
の
、
年
齢
的
に
は
60
歳
代
が

中
心
と
な
っ
て
お
り
、
若
手
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ

の
補
強
が
課
題
で
す
。
そ
の
意
味
で
平

田
副
会
長
、
藤
本
財
務
部
長
、
渡
慶
次

コ
ー
チ
、
村
本
コ
ー
チ
の
４
名
の
ス

タ
ッ
フ
が
新
た
に
仲
間
に
加
わ
っ
て
く

れ
た
こ
と
は
、
非
常
に
頼
も
し
く
大
い

に
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

専
大
少
林
寺
飛
躍
の
後
押
し
、
そ
し

て
創
部
60
周
年
に
向
け
て
、
新
し
い
布

陣
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
応
援
の

程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。  

 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
(

会
長

望
月

卓
視
）

この度、新たに緑拳会副会長を務めさせてい

ただくことになりました、56代の平田和輝と申

します。

卒業後間もなくというタイミングで、かつ大

学院で研究に励む身でありながら、副会長に任

命いただきましたことは、畏れ多いと同時に光

栄に存じます。現在、大学院生として継続して

専修大学にいるため、現役部員と関わりやすい

立場にあります。そのため学生を支援・応援し

ていくことは勿論のこと、「学生との距離の近

さ」を活かし、緑拳会をより身近に感じてもら

い、緑拳会の活動や役員会へ積極的に参加する

若手OBOGの増加に貢献していく所存です。

専修大学ならびに専大少林寺拳法部の更なる

発展に向けて尽力いたします。今後ともよろし

くお願い申し上げます。

財務部長（新任）

役員・監督コーチ人事 2024年（令和6年度）



新コーチ就任

渡慶次 道瑠 OB（４９代）
とけいじ みちる

村本 司 OB（５３代）
むらもと つかさ

この度２名のOBがコーチに就いてくれることになりました。

両名とも道院で修練を続ける現役拳士であり、卒業後の大会でも成績を残している実力

者です。指導体制の強化で部員たちの一層の活躍をご期待いただきたいと思います。

監督 河原井 敦（18代）

この度コーチを務めさせていただくこととな

りました、53代の村本であります。

今後はコーチとして現役部員と接していきま

すが、杉本主将以下の現部員は、真面目に修練

に励んでおり非常に頼もしい限りです。そんな

彼らの技術向上を助け、また学生大会では部員

が、より良い成績を残せるようこれまでの経験

を生かし精一杯コーチとして部員を指導致しま

す。

また指導者として、少林寺拳法の拳士として

先輩である河原井監督、渡慶次コーチに遅れを

取らぬようにしつつ、両先輩とも密に連携をと

り、部員が修練に心置きなく励めるよう全力で

サポートする所存です。至らぬ点多々あるかと

は存じますが、何卒宜しくお願い申し上げます。

このたび、コーチに就任することとなりま

した、49代の渡慶次 道瑠と申します。歴史

あるこの部において指導のお手伝いをさせて

いただくこととなり、大変光栄に存じます。

これまでの経験と知識を生かし、部員一人ひ

とりの成長をサポートし、部活全体の強化に

努めて参ります。また、少林寺拳法は単なる

スポーツや武道ではなく「人づくりの行」で

ありますので、少林寺拳法の目指す慈悲心と

勇気と正義感を持った、心身共に成長した人

間の人材育成の一助になれば幸いです。

OBOGの皆様との連携を大切にし、部の伝

統と誇りを守りつつ、新たな目標に向かって

邁進して参る所存です。緑拳会の皆様には、

これからも温かいご指導とご支援を賜ります

よう、お願い申し上げます。

結手

今年6月16日に本山
で特別昇格考試を受
け、四段を習得いた
しました。

また、7月20日に結
婚し、ヨコハマグラ
ンドインターコンチ
ネンタルホテルにて
挙式しました。


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6

